
（様式第６号） 

我新小発第 ８ 号 

令和７年４月１８日 

 

我孫子市教育委員会 あて 

我孫子市立新木学校 学校運営協議会  

                  会 長  松田 謙一郎    

 

 

令和７年度 第１回 学校運営協議会 会議報告書 

 

このことについて、我孫子市学校運営協議会規則第１２条の規定について、次

のとおり報告します。 

出席委員氏名：松田謙一郎 川村眞一 茂手木まどか 

       久本英雄  佐々木優 織原明彦 

欠席委員氏名：横山悦子  久野晋作 佐藤和臣 

記録者氏名 ：佐々木優 

（令和７年４月１８日実施） 

主な議事 発言者 協議・発言等の概要 

１会長挨拶 

 

２学校長挨拶 

 

３協議 

（１）学校運営基本

方針について 

 

 

 

 

 

 

 

・質疑応答 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

校長 

 

 

校長 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

委員 

委員 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

・小中一貫教育とコミュニティスクールの推進 

・学校教育目標の説明 

・学力向上策の具体的な取り組み説明 

・ホームページによる情報発信 

・部活動の取り組み推進 

・学校の実情 

※子育て世代の教職員について、勤務時間の周知 

※児童の長欠・不登校傾向について 

 

・校内教育支援センターの利用状況について 

・不登校児童の家庭状況や協力体制によっては、市の

支援も必要なのではないか 

・朝の解錠前の見守りボランティアの活用について 

・不登校児童は、３０～５０年前と比較して増加傾向

は顕著か 

・増えている。地域差や家庭の生活スタイルの変化も

影響しているのではないか 



 

 

 

 

（２）教育課程につ

いて 

 

 

 

 

 

（３）学校運営に関

する意見 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４次回の開催予定 

 

５諸連絡 

 

委員 

 

 

 

教務 

 

 

教頭 

 

 

 

委員 

 

校長 

教頭 

委員 

 

教頭 

 

委員 

 

委員 

 

委員 

 

委員 

 

 

 

教頭 

 

教頭 

 

教頭 

 

・例えば、保護者が送迎することで不登校が減るとい

うことが数値等で実証されれば、提言しやすく、市

全体の取り組みに繋がるのではないか 

 

・令和６年度との変更点の説明 

・令和 7 年度の年間行事予定（主なもの）の説明 

・担任紹介（映像） 

・職員数及び児童数の説明、学級増の説明 

・学校運営協議会委員の方には、今年度の学校行事へ

の参加啓発を、随時メールで案内します 

 

・情緒学級が増えたということは、該当する児童も増

えているということか 

・数が増えたこともある、認知されるようになってき

たということもある 

・小中一貫教育のＰＲの仕方について、どのような具

体策はあるか 

・ホームページでの発信だけではなく、取組みの実際

を手紙にまとめて保護者に配付することを想定 

・中学校での有志合唱団の取り組みを活かすことはで

きないか 

・一番の広報者は子どもだと思う。子どもから保護者

に伝わることが、よりよいＰＲになる 

・運動会（体育祭）の競技種目または子どもボランテ

ィアとして関わることができるとよい 

・５０周年記念事業に向けて、準備を進めてほしい。

新木小学校出身の著名人を探し、話をしてもらうこ

とができるとよい。 

・協議会委員の方の伝手を使うのもよい 

・令和７年度地域学校協働本部事業の年間計画の説明  

 

・次回予定の説明 

 

 

   傍聴人０人 


